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葛⻄隆敏

開設の⽬的・概要　等

⼼⾎管疾患のリスク因⼦である⽣活習慣病に対する介⼊によって、⼼⾎管疾患の発症・進展予防が可能であることが知られている。既存の⽣活習慣病を制御しても⼼⾎管疾患の発症・進展が起こることも多く、残存リスクの同
定と制御が課題である。睡眠の質・量の変化はそのような残存リスクの⼀つと考えられ、⾃律神経系の乱れに関連して⼼⾎管機能が障害されると考えられているが研究成果は限られ⽇本のデータは⾮常に少ない。また専⾨医師
やスタッフの数がまだまだ少なく、臨床とリンクした治験・臨床研究などを⾏うことが難しい。⼀⽅で、睡眠の評価のための機器開発や治療薬・治療装置の開発は活発で、産学連携して治験・臨床研究が遂⾏可能な施設が求めら
れている。このような背景の下、研究推進を⽬的とした睡眠・呼吸障害センターの確⽴おと拡充、②睡眠評価機器や治療薬・治療装置などに関する治験・臨床研究の推進、③専⾨医師・スタッフの教育と教育システムの開発が
講座開設の⽬的である

⼼⾎管睡眠呼吸医学講座
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招待講演 17 葛⻄隆敏、糖尿病を有する⼼不全患者の管理〜イメグリミンの使いどころ〜、DUAL Seminar Diabetes & Rare Disease、Web（東京）、2024/3/11

特別講演・
招待講演 18 葛⻄隆敏、睡眠時無呼吸から⾒た⼼房細動治療〜夜間の頻脈やいびきが気になる患者さんの対応〜、Life long Support Care web Seminar〜⼀⽣涯にわたる脳梗塞予防を考

える〜、Web（埼⽟）、2024/3/12
特別講演・
招待講演 19 葛⻄隆敏、睡眠呼吸障害と循環器疾患〜最近の話題〜、三重県睡眠障害研究会、Web（東京）、2024/3/14

特別講演・
招待講演 20 葛⻄隆敏、プライマリーケアにおける睡眠時無呼吸症候群の診断・治療、SAS&⾻粗鬆症WEBセミナー Sleep Apnea Syndrome & Osteoporosis Web Seminar、Web（東

京）、2024/3/18
特別講演・
招待講演 21 葛⻄隆敏、内科から⾒た神経障害性疼痛〜睡眠障害と糖尿病性神経障害性疼痛を中⼼に〜、働く⼈の⽣活習慣病の⻑期予後を考えるWeb Seminar〜睡眠障害＆神経障害性

疼痛 HOT TOPICS〜、Web（東京）、2024/3/21
特別講演・
招待講演 22 葛⻄隆敏、慢性⼼不全患者の⾄適⼼拍数とは︖〜⼼拍数と⾎圧管理〜。⼼拍管理を再考する〜The Fantastic Four +α〜、Web（東京）、2024/3/26

特別講演・
招待講演 23 葛⻄隆敏、循環器疾患の不眠・睡眠障害とそれらのマネジメント〜オレキシン受容体拮抗薬の使いどころ〜、不眠症診療セミナー in 岐⾩、ハイブリッド開催（岐⾩）、2024/3/27

特別講演・
招待講演 24 葛⻄隆敏、Life's Essential 8 からひも解く内科疾患と不眠症、プライマリーケア医のための睡眠フォーラム2024〜健康⽇本21を踏まえた新時代の睡眠対策を考える、東京、

2024/4/7



特別講演・
招待講演 25 葛⻄隆敏、⽣活習慣病における睡眠と睡眠障害〜オレキシン受容体拮抗薬の使い分けを含めた今後の展望〜、Sleep Management Seminar、Web（東京）、2024/4/23

特別講演・
招待講演 26 葛⻄隆敏、⽇常診療で診る息切れ〜COPDと循環器疾患の影響〜、⼼肺関連 Seminar、Web（東京）、2024/5/21

特別講演・
招待講演 27 葛⻄隆敏、循環器領域における睡眠と睡眠障害〜オレキシン受容体拮抗薬の使い分けを含めた今後の展望〜、Sleep Symposium in Suzuka 9th、Web（東京）、2024/6/5

特別講演・
招待講演 28 葛⻄隆敏、⼼房細動におけるSDBの評価と治療に関するガイドラインやエビデンス、第54回臨床⼼臓電気⽣理研究会 アフタヌーンセミナー、北九州、2024/6/8

特別講演・
招待講演 29 葛⻄隆敏、⽣活習慣病における睡眠と睡眠障害〜オレキシン受容体拮抗薬の9年と今後の展望〜、かかりつけ医のための診療WEBセミナー、Web（東京）、2024/6/11

特別講演・
招待講演 30 葛⻄隆敏、睡眠時無呼吸を合併する2型糖尿病患者の治療を考える、Kowa WEB カンファレンス、Web（東京）、2024/6/25

特別講演・
招待講演 31 葛⻄隆敏、プライマリーケアにおける睡眠時無呼吸症候群の診断・治療、練⾺循環器セミナー〜睡眠時無呼吸症候群について〜、Web（東京）、2024/7/17

特別講演・
招待講演 32 葛⻄隆敏、⼼不全領域の最近の話題、医療保険を考える会、東京、2024/7/26

特別講演・
招待講演 33 葛⻄隆敏、⽣活習慣病患者における睡眠の問題を考える〜⾎圧管理と神経障害性疼痛ケアを中⼼に〜、第253回函館動脈硬化懇談会、函館、2024/7/31

特別講演・
招待講演 34 葛⻄隆敏、睡眠時無呼吸を合併する2型糖尿病患者の治療を考える、デベルザ Web Conference、Web（東京）、2024/8/27

特別講演・
招待講演 35 葛⻄隆敏、QoL改善を意識した循環器疾患患者の睡眠マネジメント〜オレキシン受容体拮抗薬の可能性〜、不眠症診療Webセミナー in 福島、Web（東京）、2024/9/11

特別講演・
招待講演 36 葛⻄隆敏、睡眠時無呼吸の判断治療の実際とその意義、SAS WEBセミナー Sleep Apnea Syndrome Web Seminar、Web（東京）、2024/9/12

特別講演・
招待講演 37 葛⻄隆敏、QoL改善を意識した循環器疾患患者の睡眠マネジメント〜オレキシン受容体拮抗薬の可能性〜、循環器疾患と不眠症セミナー、Web（東京）、2024/9/13

特別講演・
招待講演 38 葛⻄隆敏、睡眠時無呼吸症候群とCAVI、第6回臨床⾎管健康研究会、東京、202/9/14

特別講演・
招待講演 39 葛⻄隆敏、QoL改善を意識した循環器疾患患者の睡眠マネジメント〜オレキシン受容体拮抗薬の可能性〜、不眠症診療WEBセミナー in 瀬⼾尾張旭、Web（東京）、

2024/9/18
特別講演・
招待講演 40 葛⻄隆敏、循環器領域における睡眠と睡眠障害〜オレキシン受容体拮抗薬の使い分けを含めた今後の展望〜、Insomnia Diversification Strategy Seminar、Web（東京）、

2024/9/19
特別講演・
招待講演 41 葛⻄隆敏、循環器領域における睡眠と睡眠障害〜オレキシン受容体拮抗薬の使い分けを含めた今後の展望〜、沼津内科医会学術講演会、沼津、2024/9/20

特別講演・
招待講演 42 葛⻄隆敏、内科から⾒た神経障害性疼痛〜睡眠障害と糖尿病性神経障害性疼痛を中⼼に〜、Heart Live Symposium、Web（東京）、2024/9/21

特別講演・
招待講演 43 葛⻄隆敏、⾼⾎圧治療における睡眠時無呼吸症候群、東京循環器睡眠呼吸障害研究会、ハイブリッド開催（東京）、2024/10/26

特別講演・
招待講演 44 Takatoshi Kasai、Sleep and sleep disorders in patients with heart failure、Inje University - Juntendo University Joint Seminar、東京、2024/11/1 ○

特別講演・
招待講演 45 葛⻄隆敏、えっ︕あの病気にも睡眠が関わっているの︖－睡眠時無呼吸症候群とリスク－、市⺠講座 朝気持ちよく⽬覚められていますか︖、東京、2024/11/2

特別講演・
招待講演 46 葛⻄隆敏、⾼齢化社会における⼼不全診療、Leading Edge Innovations Conference、Web（東京）、2024/11/7



特別講演・
招待講演 47 葛⻄隆敏、慢性⼼不全患者の⾄適⼼拍数とは︖〜⼼拍数と⾎圧管理〜、Heart Rate Reductionセミナー in Tokyo 〜⼼拍数から⼼不全治療の最適化を探る〜、Web（東

京）、2024/11/12
特別講演・
招待講演 48 葛⻄隆敏、循環器領域における睡眠と睡眠障害〜オレキシン受容体拮抗薬の使い分けを含めた今後の展望〜、Tohoku Insomnia Forum、Web（東京）、2024/11/20

特別講演・
招待講演 49 Takatoshi Kasai、SAS related complications in CV、Round Table Meeting - Scheme of PSG and SAS Treatment SAS related Complications in CV、プサン

（韓国）、2024/11/21 ○

特別講演・
招待講演 50 葛⻄隆敏、睡眠時無呼吸から⾒た神経障害性疼痛〜睡眠障害としての疼痛とMR関連⾼⾎圧、第323回⽵原地区医師会学術講演会、Web（東京）、2024/11/27

特別講演・
招待講演 51 葛⻄隆敏、⽇常診療で遭遇する⾼齢者の⼼房細動と睡眠時無呼吸、⾼齢者のトータルケア〜⽇常診療でよく遭遇する疾患〜、Web（東京）、2024/12/5

特別講演・
招待講演 52 葛⻄隆敏、増悪を意識した慢性⼼不全管理〜ベリキューボの使いどころ〜、ベリキューボ錠WEBカンファレンス、2024/12/13、Web（東京）、2024/12/13

特別講演・
招待講演 53 葛⻄隆敏、循環器疾患と睡眠障害－⼼不全と不眠症－、循環器疾患と不眠症セミナー、Web（東京）、2024/12/20

特別講演・
招待講演 54 葛⻄隆敏、⼼不全患者の睡眠と睡眠障害、不眠症Webセミナー、Web（東京）、2024/12/23


